
製作

3307
ファイル

A-3496分類番号

CD0033-6写真番号

製作地

使用地

材質 鋼・鉄/カシ
寸法 長さ225mm 高さ53mm 幅A50mm 幅B8mm/刃幅9mm(3分)

※幅Aは鉋台の上端部の幅、幅Bは鉋台の刃口の幅を表しています

材　　質

測　　定

スケッチ

資 料 名
あいじゃくりがんな

数量 1

台の下端を刃幅の分だけ段欠きしてある。この段欠きを定規にして、床
板・腰羽目など相欠きの部分を削るのに使う。刃幅は６分が一般的。

使用方法

分布・由来

鉋分　　類

製作者氏名

使用分類 建築大工

使用年代

相決り鉋

番　　号

年代

製作方法
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製作

133
ファイル

A-0131分類番号

CD-1705-36写真番号

製作地

使用地

材質 鋼・鉄/カシ
寸法 長さ244mm 高さ74mm 幅A35mm 幅B22mm/刃幅21mm(7分)

※幅Aは鉋台の上端部の幅、幅Bは鉋台の刃口の幅を表しています

材　　質

測　　定

スケッチ

資 料 名
あらじゃくりがんな

数量 1

鴨居・敷居など幅のある長い溝を削るのに使う。刃幅は5分、6分、7分が
一般的。

使用方法

分布・由来

鉋分　　類

製作者氏名

使用分類 建築大工

使用年代

荒決り鉋

番　　号

年代

製作方法
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製作

134
ファイル

A-0132分類番号

CD-1705-37写真番号

製作地

使用地

材質 鋼・鉄/カシ
寸法 長さ248mm 高さ70mm 幅A28mm 幅B19mm/刃幅15mm(5分)

※幅Aは鉋台の上端部の幅、幅Bは鉋台の刃口の幅を表しています

材　　質

測　　定

スケッチ

資 料 名
あらじゃくりがんな

数量 1

鴨居・敷居など幅のある長い溝を削るのに使う。刃幅は5分、6分、7分が
一般的。

使用方法

分布・由来

鉋分　　類

製作者氏名

使用分類 建築大工

使用年代

荒決り鉋

番　　号

年代

製作方法
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製作

2435
ファイル

A-2588分類番号

CD-4588-22写真番号

製作地

使用地

材質 鋼・鉄/カシ・アカガシ
寸法 長さ250mm 高さ68mm 幅A31mm 幅B15mm/刃幅17mm(6分)
サヤつき

※幅Aは鉋台の上端部の幅、幅Bは鉋台の刃口の幅を表しています

材　　質

測　　定

スケッチ

資 料 名
あらじゃくりがんな

数量 1

鴨居・敷居など幅のある長い溝を削るのに使う。刃幅は5分、6分、7分が
一般的。

使用方法

分布・由来

鉋分　　類

製作者氏名

使用分類 宮大工

使用年代

荒決り鉋

番　　号

年代

製作方法
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製作

3303
ファイル

A-3492分類番号

CD0033-2写真番号

製作地

使用地

材質 鋼・鉄/カシ
寸法 長さ246mm 高さ60mm 幅A28mm 幅B13mm/刃幅14mm(5分)

※幅Aは鉋台の上端部の幅、幅Bは鉋台の刃口の幅を表しています

材　　質

測　　定

スケッチ

資 料 名
あらじゃくりがんな

数量 1

鴨居・敷居など幅のある長い溝を削るのに使う。刃幅は5分、6分、7分が
一般的。

使用方法

分布・由来

鉋分　　類

製作者氏名

使用分類 建築大工

使用年代

荒決り鉋

番　　号

年代

製作方法
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製作

3304
ファイル

A-3493分類番号

CD0033-3写真番号

製作地

使用地

材質 鋼・鉄/カシ
寸法 長さ250mm 高さ66mm 幅A30mm 幅B14mm/刃幅15mm(5分)

※幅Aは鉋台の上端部の幅、幅Bは鉋台の刃口の幅を表しています

材　　質

測　　定

スケッチ

資 料 名
あらじゃくりがんな

数量 1

鴨居・敷居など幅のある長い溝を削るのに使う。刃幅は5分、6分、7分が
一般的。

使用方法

分布・由来

鉋分　　類

製作者氏名

使用分類 建築大工

使用年代

荒決り鉋

番　　号

年代

製作方法
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製作

135
ファイル

A-0133分類番号

CD-1705-38写真番号

製作地

使用地

材質 鋼・鉄/カシ
寸法 長さ198mm 高さ60mm 幅A23mm 幅B9mm/刃幅8mm(2分5厘)
図柄「○に守」の刻印銘
刃型 剣先型と思われる

※幅Aは鉋台の上端部の幅、幅Bは鉋台の刃口の幅を表しています

材　　質

測　　定

スケッチ

資 料 名
あらじゃくりがんな－こがんな

数量 1

鴨居・敷居など幅のある長い溝を削るのに使う。刃幅は5分、6分、7分が
一般的。

使用方法

分布・由来

鉋分　　類

製作者氏名

使用分類 建築大工

使用年代

荒決り鉋ー小鉋

番　　号

年代

製作方法
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製作

157
ファイル

A-0154分類番号

CD-1705-60写真番号

製作地

使用地

材質 鋼・鉄/カシ
寸法 鉋部分 長さ195mm 高さ46mm 幅A23mm 幅B23mm/刃幅13mm(4分)
定規部分 長さ195mm 高さ56mm 幅C15mm 幅D37mm ネジの長さ68mm

※幅Aは鉋台の上端部の幅、幅Bは鉋台の刃口の幅を表しています
　幅Cは定規上端の幅、幅Dは定規下端の幅を表しています

材　　質

測　　定

スケッチ

資 料 名
ありじゃくりがんな

数量 1

蟻型の部分を削るのに使う。台の下端の刃幅の分だけ斜めに段欠きした、
凸部の部分を削るもの（雄木用）。刃幅は5分が一般的。

使用方法

分布・由来

鉋分　　類

製作者氏名

使用分類 建築大工 家具づくり 指物づくり 建具づくり

使用年代

蟻決り鉋

番　　号

年代

製作方法
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製作

328
ファイル

A-0325分類番号

CD-0444-37写真番号

製作地

使用地

材質 鋼・鉄/カシ
寸法 鉋部分 長さ205mm 高さ43mm 幅A25mm 幅B25mm/刃幅15mm(5分)
定規部分 長さ205mm 高さ61mm 幅C12mm 幅D35mm ネジの長さ83mm

※幅Aは鉋台の上端部の幅、幅Bは鉋台の刃口の幅を表しています
　幅Cは定規上端の幅、幅Dは定規下端の幅を表しています

材　　質

測　　定

スケッチ

資 料 名
ありじゃくりがんな

数量 1

蟻型の部分を削るのに使う。台の下端の刃幅の分だけ斜めに段欠きした、
凸部の部分を削るもの（雄木用）。刃幅は5分が一般的。

使用方法

分布・由来

鉋分　　類

製作者氏名

使用分類 建築大工 家具づくり 指物づくり 建具づくり

使用年代

蟻決り鉋

番　　号

年代

製作方法
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製作

57
ファイル

A-0055分類番号

CD-1141-58写真番号

製作地

使用地

材質 鋼・鉄/カシ
寸法 鉋部分 長さ190mm 高さ42mm 幅A28mm 幅B3mm/刃幅4mm(1分5厘)
定規部分 長さ190mm 高さ65mm 幅C12mm 幅D24mm ネジの長さ90mm

※幅Aは鉋台の上端部の幅、幅Bは鉋台の刃口の幅を表しています
　幅Cは定規上端の幅、幅Dは定規下端の幅を表しています

材　　質

測　　定

スケッチ

資 料 名
きかいじゃくりがんな

数量 1

細い溝を削るのに使う。必要な溝幅の道の付いた台にネジで間隔を調節で
きる定規がついており、定規を調節することで溝幅がきまる。刃幅は5厘
から5分ぐらいが一般的。使用方法

分布・由来

鉋分　　類

製作者氏名

使用分類 建築大工 家具づくり 指物づくり 建具づくり

使用年代

機械決り鉋

番　　号

年代

製作方法
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